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皿.海 洋動物に抗腫瘍性物質を探る 釜野徳明(ア リゾナ州立大学ガン研究所副所長)
海洋生物はその数からいっても新しい骨格を有する代謝産物の宝庫である。しかし、こ
れらの豊富な資源を医薬品等の有用物質として利用するための開発研究が活発になったの
は1970年代に入ってからである。演者は、その中特にここ数年わが国においても発展の目
ざましい海洋動物の生産する抗腫瘍性物質に焦点を合わせて、現在の研究開発の状況をそ
の歴史を含めて広 く展望する。
実例として、ジデムニン類、ブリオスタチン類、 ドラスタチン類、さらに主としてわが
国の研究者によって研究が進められているアブリシアニン類、カビラミン類、ハリコンド
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